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質
　
疑

議
員　

当
初
予
算
の
一
般
会

計
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
終
息
し
た
よ
う

な
予
算
書
で
あ
り
、
感
染
症

に
対
す
る
気
概
が
感
じ
ら
れ

な
い
。  

町
民
に
対
す
る
支
援

金
や
支
援
策
、そ
し
て
、セ
ー

フ
テ
ィ
融
資
や
商
工
事
業
者

な
ど
へ
の
経
済
対
策
を
盛
り

込
む
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

    

新
年
度
に
お
い
て
、
国
か

ら
の
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
予
算

が
交
付
さ
れ
て
か
ら
考
え
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、

ま
ず
は
、
取
り
組
め
る
こ
と

は
予
算
化
し
て
お
き
、
交
付

金
が
交
付
さ
れ
た
時
に
組
み

替
え
る
と
い
う
手
法
も
あ
っ

地方交付税

億 万円

町税

億 万円
国庫支出金・

県支出金

億 万円

町債

億 万円

諸収入ほか

億 万円

繰入金

億 万円

繰越金

億 万円

分担金及び負担金

万円 使用料及び手数料

万円

　　　歳入合計
80 億 1000 万円

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
の
14
日
間
、
役
場
庁
舎

３
階
の
議
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
や
条
例
の
改
正
、
令

和
２
年
度
の
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
（
議
案
な
ど
の
審
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

な
お
、
町
政
一
般
質
問
に
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
て
町
政
を
質
し
ま
し
た
（
８

か
ら
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

億 万円

億 万円

億 万円
億 万円
億 万円

億円 億円 億円 億円 億円

年度
年度

元年度
２年度
３年度

▼一般会計当初予算額の推移

税金の使い道が決まりました
令和 3 年度一般会計当初予算は 80 億 1000 万円

前年度にくらべ 1 億 6200 万円の減額（2%）



  歳出合計
  80 億 1000 万円
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た
の
で
は
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
落
ち
着
き
を
み

せ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
す
も
の
で
は
な
い
。

今
後
と
も
皆
様
と
と
も
に
、

予
防
、
感
染
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

地
域
経
済
に
つ
い
て
も
、

こ
の
影
響
を
改
善
し
て
い
く

た
め
に
、
町
と
し
て
支
援
も

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
の
状
況
な
ど
を
見
据

え
て
、
支
援
す
べ
き
と
こ
ろ

に
は
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

く
。

議
員　

ぜ
ひ
後
手
後
手
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。　

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
策

定
に
つ
い
て

議
員　

手
古
丸
辺
地
の
案
件

に
つ
い
て
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
、
既
に
こ
の
全
体
計

画
並
び
に
設
計
も
出
来
て
い

る
わ
け
だ
が
、
陳
情
書
の
経

過
説
明
の
中
で
、
多
額
の
費

用
が
か
か
る
の
で
極
め
て
難

し
い
と
い
う
報
告
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
計
画
全
体
の
予

算
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

建
設
課
長　

手
古
丸
辺
地
に

つ
い
て
は
、
お
よ
そ
７
年
前

に
作
成
し
た
整
備
計
画
書
に

よ
る
と
約
１
億
９
０
０
０
万

円
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

の
概
略
的
な
も
の
で
あ
り
、

当
時
は
２
億
円
く
ら
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
経
済
の
物

価
変
動
に
応
じ
て
、
そ
れ
以

上
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
現

在
は
見
込
ま
れ
て
い
る
。

議
員　

ま
だ
全
体
の
予
算
は

わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
理

解
で
よ
ろ
し
い
か
。

　

ま
た
、
ど
の
く
ら
い
の
期

間
を
目
途
に
完
成
す
る
予
定

な
の
か
。

建
設
課
長　

全
体
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
用
地
交
渉
、

補
償
物
件
と
い
っ
た
も
の
も
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
進
ん

で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま

だ
見
込
ま
れ
て
い
な
い
要
素

が
あ
り
、
最
終
的
に
ど
の
く

ら
い
と
い
う
の
は
わ
か
っ
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
用
地
交
渉
を
進
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
の
で
、

い
つ
頃
と
い
う
こ
と
は
、

は
っ
き
り
と
申
し
上
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

議
員　

計
画
に
あ
る
県
道
か

ら
の
入
口
の
鋭
角
部
分
に
つ

い
て
、
最
近
非
常
に
通
行
量

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
地
元
か
ら
要
望
書
が
出

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
経
済
情
勢
の
中
で
大
幅

な
税
収
の
落
ち
込
み
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
コ
ロ
ナ
対
策
の
切
り
札

と
言
わ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
り
、
新
た
な
生

活
様
式
や
デ
ジ
タ
ル
化
な

ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

に
向
け
た
動
き
が
加
速

し
、
地
域
経
済
の
再
生
や

活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
令
和
３
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

総
額
80
億
１
０
０
０
万

円
、
対
前
年
度
比
で

2
％
の
減
、
金
額
に
し
て

１
億
６
２
０
０
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
費
用

対
効
果
な
ど
厳
し
く
精
査

し
、
経
費
の
節
減
と
合
理

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度　

予
算
編
成
方
針

民生費

億 万円

総務費

億 万円

教育費

億 万円

公債費

億 万円
土木費

億 万円

消防費

億 万円

衛生費

億 万円

農林水産業費

億 万円

商工費

億 万円

議会費

万円 諸支出金ほか

万円
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さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に

つ
い
て
、
早
め
の
工
事
の
着

工
を
お
願
い
し
た
い
が
、
町

長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

町
長　

該
当
の
部
分
は
、
大

柏
木
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に

よ
っ
て
、
か
な
り
交
通
量
も

増
え
て
い
る
。
現
在
の
線
形

で
は
見
通
し
が
悪
い
の
で
、

こ
の
部
分
だ
け
で
も
早
く
手

を
入
れ
て
、
通
行
上
の
安
全

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

地
元
の
人
達
も
早
い

完
成
を
望
ん
で
い
る
。
ぜ
ひ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

令
和
３
年
か
ら
７
年
の
約
５

年
間
で
１
億
９
０
０
０
円
の

起
債
を
予
定
し
て
い
て
、
こ

れ
を
使
っ
て
入
口
付
近
の
鋭

角
を
直
す
と
い
う
こ
と
で
よ

ろ
し
い
か
。

町
長　

そ
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推

薦
し
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
う
次
期
候

補
者
に
、
引
き
続
き
佐
藤
弘

さ
ん
（
五
町
田
）
を
推
薦
す

る
こ
と
を
適
任
と
認
め
ま
し

た
。

　

任
期
は
２
０
２
４
年
の
３

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
締

結
に
つ
い
て

　

防
災
無
線
を
ア
ナ
ロ
グ
か

ら
デ
ジ
タ
ル
へ
移
行
す
る
事

業
で
、
各
家
庭
内
の
戸
別
受

信
機
の
整
備
を
行
う
も
の
。

●
変
更
後
の
金
額
…
２
億
３

２
６
６
万
円
（
１
３
１
８
万

円
の
減
）

●
契
約
相
手
…
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社　

首
都
圏
部
門　

執
行
役
員
副

社
長　

奥
村
康
彦（
東
京
都
）

令和３年度 令和２年度 対前年比

80億1000万円 81億7200万円 ▲ 2.0%

国民健康保険 事業勘定 17億5521万円 18億 443万円 ▲ 2.7%

特別会計 施設勘定 7666万円 8529万円 ▲ 10.1%

2億1718万円 2億 833万円

18億3960万円 17億8774万円

1億5500万円 4145万円

5億3747万円 5億5112万円 ▲ 2.5%

1億 640万円 7160万円

会　　計　　名

下水道事業特別会計

簡易水道特別会計

一般会計

▼令和３年度会計別予算額

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域開発特別会計

歳　　入　　・　　歳　　出

令和３年度 令和２年度 令和３年度 令和２年度

収益的  1億9743万円 2億 147万円  1億9396万円  1億9835万円

資本的  1億4840万円  1億  30万円  2億5716万円  2億1119万円
水道事業会計

公営企業会計名
収　　　　入 支　　　　出

事　　　　　業　　　　　名 金　　額

上信自動車道吾妻西バイパス光ケーブル等移設工事 137万円

定住促進事業住宅取得奨励補助金交付事業 1193万円

吾妻渓谷活性化対策事業 1630万円

あがつまふれあい公園(道の駅あがつま峡)整備事業 449万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業 1億 460万円

農村地域防災減災事業 1200万円

東吾妻住宅新築改修等補助金 352万円

GoTo東吾妻泊まってお得キャンペーン事業 3098万円

道路改良事業（町道長寿園線） 1560万円

道路改良事業（町道新井・横谷・松谷線） 1500万円

道路改良事業（町道８０５４号線（箱島）） 200万円

道路改良事業（上信自動車道関連） 5517万円

橋りょう補修事業 4380万円

群馬原町駅南側地区まちづくり計画策定業務 750万円

小学校自動水栓化工事 380万円

小学校無線アクセスポイント備品購入 24万円

中学校自動水栓化工事 210万円

中学校無線アクセスポイント備品購入 4万円

国保診療所自動水栓化工事 174万円

新規加入者ケーブル引込事業 174万円

▼令和３年度に繰り越すことが決まった事業

人件費

億 万円

物件費

億 万円

維持修繕費

万円

扶助費

億 万円

補助費

億 万円

普通建設費

億 万円

公債費

億 万円

積立金

万円
操出金

億 万円

予備費

万円
◀
一
般
会
計
性
質
別
区
分
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■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
太
田
小
学
校
の
校
舎
改
修

工
事
で
、
工
期
は
12
月
24
日

ま
で
。

●
契
約
金
額
…
２
億
20
万
円

●
契
約
相
手
…
池
原
工
業
株

式
会
社　

代
表
取
締
役　

池

原
純
（
東
吾
妻
町
）

■
東
吾
妻
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

３
年
に
一
度
の
介
護
保
険

料
の
見
直
し
に
伴
う
改
正
で

す
。
令
和
３
年
４
月
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
「
第
８
期
高

齢
者
福
祉
計
画
介
護
保
険

事
業
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
の
３
年
間
で
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
介
護
保
険
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
保

険
料
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。

■
東
吾
妻
町
福
祉
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　

福
祉
医
療
費
の
支
給
対

象
年
齢
を
現
行
の
15
歳
か

ら
18
歳
ま
で
拡
充
す
る
こ

と
及
び
そ
の
他
の
制
度
改

正
に
伴
う
改
正
で
す
。

    

現
在
中
学
生
ま
で
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
費
の
無
料
化
が
、
高
校

生
（
18
歳
に
達
す
る
年
度
の

３
月
31
日
）
ま
で
と
な
り
ま

す
。

 

　
そ
の
他
決
ま
っ
た
こ
と

　

７
ペ
ー
ジ
の
「
議
案
な
ど

の
審
議
結
果
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼町債残高一覧表

▼町債残高の推移

表　　彰

　地方自治の発展に貢献
した功労者として、樹下
啓示議員が群馬県町村議
会議長会長から自治功労
者表彰 ( 議員 10 年表彰 )
を受け、第１回定例会初
日 ( ３月４日 ) に須崎議
長から伝達が行われまし
た。
　

▼令和２年度　補正予算一覧表
会　　計　　名 補正額 予算総額

一 般 会 計 1億 585万円 105億7602万円

国民健康保険特別会計 事業勘定 △9352万円 17億2302万円

国民健康保険特別会計 施設勘定 △651万円 7730万円

後期高齢者医療特別会計補正予算 △98万円 2億 853万円

介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 △235万円 18億2673万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 △55万円 4090万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 △1065万円 5億 579万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 △404万円 5876万円

区　　　分 令和２年度末現在高 令和3年度末現在高見込額

一般会計 １１３億４０４０万円 １１４億２８８６万円

国保特別会計(施設勘定) ６４２万円 ３７７万円

地域開発事業特別会計 ０円 ３８５０万円

下水道事業特別会計 ２４億２７５３万円 ２３億１７４３万円

簡易水道特別会計 １億６８６０万円 １億６８１７万円

水道事業会計 ５億　６３８万円 ４億６９７６万円

合　　　計 １４４億４９３５万円 １４４億２６５２万円

億 万円

億 万円

億 万円

億 万円

億 万円

億円 億円 億円 億円 億円

年 度 末 現 在 高
年 度 末 現 在 高

元 年 度 末 現 在 高
２ 年 度 末 現 在 高
３年度末現在高見込額

（一万円未満切り捨て）



　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
が
可
決
し
ま
し
た　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

と
し
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
８
４
０
０

万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
１
０
４
億
７
０
１
７

万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　
質
　
疑

議
員　

予
防
費
で
、
会
計
年

度
任
用
職
員
報
酬
に
は
、
医

師
も
看
護
師
も
事
務
職
員
も

計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
会
計
年
度

任
用
職
員
報
酬
に
医
師
は
含

ん
で
い
な
い
。
看
護
師
は
見

守
り
等
が
必
要
に
な
る
の
で
、

計
上
し
て
い
る
。

議
員　

接
種
の
た
め
の
医

師
・
看
護
師
確
保
の
費
用
は
、

ど
の
よ
う
に
見
積
も
っ
て
い

る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
各
医
療
機

関
か
ら
協
力
し
て
も
ら
う
医

師
と
看
護
師
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
額
に
合
わ
せ
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料
と
し

て
見
積
も
っ
て
い
る
。

議
員
　
医
療
機
関
か
ら
の
看

護
師
の
数
は
何
人
く
ら
い
に

な
る
見
込
み
な
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
ま
だ
郡
の

医
師
会
と
の
調
整
が
済
ん
で

い
な
い
の
で
、
具
体
的
な
人

数
は
出
て
い
な
い
。

東吾妻町議会だより　令和３年５月１日　６１号 ６

  

請
願
・
陳
情
の
し
か
た

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　
　

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
や

　

要
望
を
「
請
願
」「
陳
情
」
と
し
て
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

東
吾
妻
町
議
会
議
員
の
紹
介
が
あ

　

る
も
の
を
請
願
と
い
い
、
紹
介
の
な

　

い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き
方
と
提
出
方
法

　
・
受
付
締
切
日

　
　

定
例
会
前
に
開
か
れ
る
議
会
運
営

　

委
員
会
の
前
日
（
土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
、
そ
の
前
日
の
午
後
５
時
15
分

　

ま
で
）

　
・
必
要
記
載
事
項

　
　

請
願
（
陳
情
）
の
表
題
、
請
願
（
陳

　

情
）
の
趣
旨
、
理
由
、
提
出
年
月
日
、

　

請
願
（
陳
情
）
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

電
話
番
号
、
氏
名
、
印

　
　

な
お
、
請
願
の
場
合
は
、
紹
介
議

　

員
の
署
名
（
ま
た
は
記
名
押
印
）、
あ

　

て
先
（
東
吾
妻
町
議
会
議
長
）

　

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局
（
議
長
宛
）

　
・
そ
の
他
…
邦
文
で
記
載
し
て
く
だ

　

さ
い
。

請

願

趣旨
採択

県有施設「群馬県ライフル射撃場」廃止の中
止を求める請願書

 群馬県ライフル射撃協会
           会長　岡田榮三
　

        紹介議員　竹渕博行

文教厚生常任委員会

陳

情

趣旨
採択

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求
める意見書」の採択を求める陳情書

 群馬県労働組合会議
 　　　　 議長　五十嵐弘幸

総務建設常任委員会

陳

情

不採
択

父母による子どもの共同養育に関する陳情
 ぐんま子ども愛育の会
          会長　猪熊篤史

文教厚生常任委員会

皆さんからの請願・陳情

　

令
和
３
年
第
１
回

臨
時
会
（
２
月
２
日
）

６０号の訂正
　２月発行の「東吾妻町議会だより　みんなの
議会」第６０号、１５ページの「議案などの審
議結果」第４回定例会の議決日が、「11/14」と
なっていますが、正しくは「12/14」です。
　以上の点について、訂正してお詫びいたし
ます。



７ 東吾妻町議会だより　令和３年５月１日　６１号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

令和２年度東吾妻町一般会計補正予算（第６号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2/2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

人権擁護委員候補者の推薦について 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/4

東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町特別職の職員で非常勤のもの及び各種委員会の委員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町議会議員及び東吾妻町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町企業立地促進条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町介護保険条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町国民健康保険条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町公共物使用等に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町スポーツ推進審議会条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和３年度東吾妻町一般会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和３年度東吾妻町国民健康保険特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和３年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和３年度東吾妻町介護保険特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和３年度東吾妻町地域開発事業特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和３年度東吾妻町下水道事業特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和３年度東吾妻町簡易水道特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和３年度東吾妻町水道事業会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和２年度東吾妻町一般会計補正予算（第７号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和２年度東吾妻町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和２年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和２年度東吾妻町介護保険特別会計補正予算（第４号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和２年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第１号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和２年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和２年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

工事請負契約の変更締結 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

群馬県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び規約の変更 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東村及び吾妻町の廃置分合に伴う新町建設計画の変更 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

辺地に係る総合整備計画の策定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

字区域の変更 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

町道路線の廃止 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

町道路線の認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

工事請負契約の締結 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

八ッ場ダム及び地域開発特別委員会最終報告 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

県有施設「群馬県ライフル射撃場」廃止の中止を求める請願書　※委員会の趣旨採
択に対し

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書
※委員会の趣旨採択に対し

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

父母による子どもの共同養育に関する陳情 14 0 13 否 ‐××××××××××××× 3/16

要望書の提出 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

　　第１回　臨時会（令和３年２月２日）

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、／…退席　　議長(１番)は採決に加わらないため「‐」で表示

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　　第１回　定例会（令和３年３月４日～１７日）

議　案　な　ど　の　審　議　結　果

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日



　

災
害
に
つ
い
て

Q
令
和
元
年
東
日
本
台
風

（
台
風
19
号
）
は
、当
町

に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
一
年
前
の
私
の
質
問

に
対
し
て
「
図
上
訓
練
を
行

い
、
地
域
の
方
の
協
力
を
得

な
が
ら
防
災
訓
練
を
実
施
す

る
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
を
東
吾
妻
町
地
域
防
災

計
画
に
生
か
し
て
い
く
」
と

し
て
い
た
が
、
行
っ
た
か
。

A
コ
ロ
ナ
禍
で
訓
練
の
実

施
に
は
た
め
ら
い
が

あ
っ
た
。
岡
崎
地
区
自
主
防

災
組
織
で
は
規
模
を
縮
小
し

て
、
屋
外
で
訓
練
を
行
っ
た
。

町
と
し
て
は
、
図
上
訓
練
も

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

国
・
県
が
構
築
し
て
い
る
防

災
シ
ス
テ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
に
参
加
し
て
情
報
共
有

を
図
っ
た
。

Q
大
柏
木
川
原
湯
ト
ン
ネ

ル
が
開
通
し
た
。
長
さ

３
０
０
５
メ
ー
ト
ル
で
大
柏

木
に
向
け
て
３
・
45
％
の
登

り
勾
配
で
あ
る
が
避
難
の
出

口
は
な
い
。
今
年
に
な
っ
て

川
原
湯
の
抗
口
近
く
で
車
両

火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
茂

四
郎
・
雁
个
沢
ト
ン
ネ
ル
や

吾
妻
峡
ト
ン
ネ
ル
な
ど
当
町

と
長
野
原
の
間
に
は
長
く
て

急
勾
配
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。

消
防
機
関
に
お
い
て
十
分
な

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
訓
練

を
行
い
備
え
な
け
れ
ば
、
消

防
団
員
を
危
険
に
さ
ら
す
こ

と
に
な
る
。

A
団
員
の
安
全
を
確
保
し

た
上
で
後
方
支
援
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
過

日
、
東
部
消
防
署
長
と
消
防

団
長
で
協
議
を
行
い
、
火
災

時
に
ト
ン
ネ
ル
内
に
入
る
こ

と
は
な
く
、
車
両
や
傷
病
者

の
誘
導
、
救
急
車
ま
で
の
搬

送
協
力
に
当
た
る
事
が
確
認

さ
れ
、
団
長
か
ら
分
団
役
員

へ
伝
達
さ
れ
全
団
員
が
共
通

認
識
と
し
て
い
る
。
ト
ン
ネ

ル
火
災
を
想
定
し
た
合
同
訓

練
は
未
定
で
あ
る
。

　

職
員
の
安
全
対
策

Q
危
機
管
理
に
当
た
り
、

職
員
が
町
民
を
守
る
の

は
当
然
で
あ
る
が
職
員
の
安

全
も
重
要
で
あ
る
。
来
庁
者

対
応
や
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

職
員
へ
の
負
担
増
が
心
配
さ

れ
る
。
A
職
員
の
安
全
衛
生
に
つ

い
て
改
善
点
の
報
告
や

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
職
員

の
心
理
的
負
担
軽
減
の
た
め

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
協
議

も
行
い
、
希
望
に
よ
り
医
師

の
面
接
も
受
け
る
体
制
だ
。

Q
安
全
対
策
と
危
機
管
理

に
つ
い
て
専
任
の
職
員

配
置
を
求
め
る
。

A
町
の
組
織
規
模
と
し
て

難
し
い
。

ね づ み つ ぎ 　 　 　 　 　

根 津 光 儀 議 員

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
疑
応

答
は
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。
本

会
議
中
の
正
確
な
や
り
取
り
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
議
録
（
６
月
中
に
掲
載
予

定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

　７議員が町政を問う
　　　　　　　　　　一　般　質　問
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危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
求
め
る

コ
ロ
ナ
禍
だ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
・

訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

ＱA

五
町
田
区
の
避
難
計
画
作
成
の
様
子



一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
免
疫

を
つ
け
る
た
め
で
発

症
・
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
に

よ
り
全
体
の
医
療
費
抑
制
に

つ
な
が
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
と

初
期
症
状
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
昨
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
を
県
が
費
用
を
負

担
し
実
施
し
た
65
歳
以
上
の

接
種
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A
73
・
３
％
の
方
が
受
け

た
。

Q
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は

65
歳
か
ら
5
歳
刻
み
で

定
期
接
種
を
行
っ
て
い
る
が
、

接
種
状
況
と
接
種
時
期
を
逃

し
た
方
へ
の
対
策
は
ど
う
し

て
い
る
か
。

A
２
月
末
で
54
・
７
％
が

受
け
、
70
歳
以
上
で
1

度
も
受
け
て
な
い
方
に
５
２

０
０
円
の
費
用
補
助
を
し
て

い
る
。
Q
近
年
、
帯
状
疱
疹
に

罹
っ
た
と
高
齢
者
か
ら

多
く
聞
く
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
は
高
額
で
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
子
育
て
世
代
及
び
高

齢
者
に
お
い
て
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
・
加
齢
に
よ
り
免
疫
が

低
下
す
る
こ
と
で
、
発
症
す

る
人
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
高

齢
化
社
会
で
喫
緊
の
課
題
な

の
で
町
独
自
の
接
種
費
用
補

助
の
対
策
を
望
む
。

A
帯
状
疱
疹
に
ワ
ク
チ
ン

が
あ
る
こ
と
を
住
民
に

お
知
ら
せ
し
、
罹
患
状
況
を

注
視
し
て
行
く
。

Q
本
を
読
む
こ
と
で
自
然

に
読
解
力
が
つ
く
。
読

書
通
帳
に
本
の
題
名
が
貯

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
知
識
の

蓄
え
・
成
長
の
証
し
と
し
て

実
感
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
。

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
独
自
の
読
書
通
帳
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

A
読
解
力
の
上
に
深
い
学

び
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

が
AI
の
時
代
に
人
間
が
そ
の

存
在
意
義
を
際
立
た
せ
る
ポ

イ
ン
ト
と
考
え
る
。
読
書
活

動
の
動
機
づ
け
と
な
る
も
の

で
推
進
し
て
い
く
。

Q
高
齢
者
の
た
め
の
立
ち

寄
れ
る
場
所
を
。

A
日
帰
り
温
泉
の
優
待
券

や
原
町
地
区
に
出
来
た

カ
フ
ェ
な
ど
を
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

あ お や ぎ　　　　　　　　　　

　青柳はるみ議員

帯状疱疹ワクチン接種費用の補助を

国の助成制度の動向を注視していく

　　　 　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ
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読
書
通
帳
の
導
入
を

真
の
読
解
力
の
た
め
推

進
す
る

ＱA

地
域
の
名
産
を
取
り
入
れ
た

読
書
通
帳

大人にも接種をおすすめしたいワクチン

「水痘帯状疱疹ワクチン」



Q
新
年
度
に
お
い
て
も

国
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

の
交
付
金
を
活
用
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
町
独
自

で
支
援
で
き
る
こ
と
も
さ

ら
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

関
す
る
助
成
金
等
が
み
ら

れ
な
い
が
、
町
独
自
の
事
業

継
続
支
援
金
や
、
水
道
料
金

の
一
定
期
間
の
減
免
・
防
犯

灯
電
気
料
の
助
成
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
町
内
商
工
業
者
の
経

営
状
況
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

個
々
に
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
商
工
業
を
担

う
皆
様
を
守
れ
る
よ
う
取

組
ん
で
い
く
。
感
染
症
に
よ

り
事
業
の
継
続
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者

の
皆
様
に
は
国
に
お
い
て

一
般
保
証
制
度
額
と
は
別

枠
で
同
額
補
償
を
行
う

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
補
償

制
度
及
び
機
関
関
連
保
証

制
度
を
講
じ
て
い
る
。
売
上

高
の
減
少
率
の
他
に
町
の

認
定
も
必
要
案
件
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
２
年
４
月
以

降
、
現
在
ま
で
１
５
１
件
の

申
請
を
受
け
速
や
か
な
確

認
と
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
商
工
会
と
連
携
を
密

に
し
て
、
国
・
県
の
動
向
を

し
っ
か
り
掴
ん
で
、
町
内
商

工
業
者
等
へ
の
対
応
を
丁

寧
に
行
っ
て
い
く
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
の

切
り
札
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
。
感
染
す
る
リ
ス
ク

と
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
・

必
要
性
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
当
町
に
お
い
て
は
ど
の

様
な
取
り
組
み
や
、
方
法
を

考
え
て
い
る
の
か
。

A
町
と
し
て
は
一
人
で

も
多
く
の
人
に
接
種

を
し
て
も
ら
い
、
ウ
ィ
ル
ス

拡
散
防
止
を
推
進
し
た
い

と
考
え
る
が
、
中
に
は
疾
病

や
、
妊
娠
中
な
ど
の
事
情
で

接
種
で
き
な
い
人
も
出
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

町
民
の
皆
様
が
公
平
に
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
念
頭
に
、
現
在
協

議
中
で
は
あ
る
が
、
よ
り
身

近
な
接
種
会
場
の
提
供
、
お

よ
び
会
場
ま
で
の
専
用
送

迎
バ
ス
の
手
配
を
し
て
い

き
た
い
。

た け ぶ ち ひ ろ ゆ き　　　　　　

竹 渕 博 行 議 員

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

町
内
商
工
事
業
者
等
へ
の
町
独
自
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支
援
を

国
・
県
の
動
向
を
つ
か
み
な
が
ら
商

工
業
者
を
守
り
た
い

ＱA
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新型コロナワクチン接種率向上の取り組
みは

身近な接種会場の提供と、専用送迎バ
スの手配をしていきたい

Ｑ
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Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
国

内
で
２
月
17
日
医
療
従
事
者

向
け
に
先
行
接
種
が
始
ま
っ

た
。
当
町
で
の
接
種
計
画
と

予
約
に
つ
い
て
、
ど
の
様
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A
当
町
で
は
、
３
月
15
日

か
ら
医
療
従
事
者
の
方

に
接
種
が
開
始
さ
れ
た
。
高

齢
者
の
方
に
は
、
４
月
中
旬

に
接
種
券
の
発
送
を
行
い
、

下
旬
に
予
診
票
の
発
送
を
予

定
し
て
い
る
。
接
種
計
画
は

一
日
１
０
０
人
を
目
安
に
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予

約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

中
で
あ
る
。

Q
接
種
方
法
に
つ
い
て
は
、

ど
の
様
に
対
応
し
て
い

く
つ
も
り
か
。

A
集
団
接
種
と
か
か
り
つ

け
医
に
よ
る
個
別
接
種

が
出
来
る
よ
う
、
町
内
の
医

療
機
関
に
協
力
依
頼
し
調
整

中
で
あ
る
。
ま
た
、
１
回
目

接
種
後
３
週
間
後
に
２
回
目

の
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
接
種
の
優
先
順
位
は
ど

の
様
に
決
め
る
の
か
。

A
国
の
通
知
に
従
い
、
第

一
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
て
い
る
医
療
従
事
者
、

第
二
に
高
齢
者
、そ
の
後
、基

礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
高
齢

者
施
設
等
の
従
事
者
、
60
歳

か
ら
64
歳
の
方
と
続
き
、
最

後
に
16
歳
以
上
の
方
を
予
定

し
て
い
る
。

Q
高
齢
者
で
接
種
会
場
に

行
け
な
い
場
合
の
対
応

は
。A

接
種
の
申
し
込
み
時
に

本
人
に
確
認
を
行
い
バ

ス
に
よ
る
送
迎
を
予
定
し
て

い
る
。

Q
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
は
、
国

内
に
お
い
て
２
０
２
０
年
11

月
香
川
県
で
発
生
し
た
。
本

年
３
月
に
は
野
鳥
を
含
め
18

道
県
で
58
例
確
認
さ
れ
、
隣

の
栃
木
県
で
も
発
生
し
て
い

る
。
感
染
経
路
は
不
明
だ
が
、

渡
り
鳥
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
当
町
で
の
対
策
は
万
全
か
。

A
飼
養
管
理
は
鶏
舎
内
で

行
わ
れ
て
お
り
外
部
と

遮
断
さ
れ
て
い
る
。
町
内
の

養
鶏
業
者
の
方
に
は
、
石
灰

と
消
毒
液
の
配
付
を
行
い
注

意
喚
起
も
行
っ
て
い
る
。

Q
今
後
ど
の
様
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
の
か
。

A
状
況
に
応
じ
消
毒
液
等

の
配
付
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
町
村
間
と
協
力

し
な
が
ら
動
向
を
見
守
り
対
応

す
る
。
各
事
業
体
で
は
、
家
畜

伝
染
病
予
防
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
飼
養
衛
生
管
理
基
準
に
よ

り
衛
生
管
理
責
任
者
が
選
任
さ

れ
遵
守
す
べ
き
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

作
成
さ
れ
て
い
る
。

1 1   東吾妻町議会だより　令和３年５月１日　６１号

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
は
万
全
か

予
防
法
に
よ
り
飼
養
衛
生
管

理
基
準
で
管
理
し
て
い
る

ＱA

た か は し ひ ろ し　　　　　　　

高 橋　 弘 議 員

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   新型コロナに対するワクチン接種体制は

集団接種と個別接種で調整中である

　　　　  　　　　  Ｑ

A

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
準
備
を

進
め
る
医
療
機
関



食
に
よ
る
町
お
こ
し
事
業
は

見
直
し
が
必
要
で
は

Q
過
去
数
年
で
毎
年
１
千

万
円
近
い
予
算
を
計
上

し
て
お
り
、
予
算
に
見
合
う

成
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
と

思
う
。
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

A
効
果
が
見
え
に
く
い
と

い
う
指
摘
だ
が
、
地
道

に
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

旧
庁
舎
跡
地
利
用
に
つ
い
て

Q
東
洋
大
学
へ
計
画
策
定

を
依
頼
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
地
域
住
民
へ
の
意
見

聴
取
は
十
分
に
行
な
っ
て
い

る
か
。

A
事
前
に
周
辺
住
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
今
後
も
東
洋
大
学
と
共

に
計
画
策
定
す
る
中
で
、
町

民
懇
談
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
て
い
く
。

上
信
道
植
栗
イ
ン
タ
ー
周
辺
整

備
に
つ
い
て

Q
高
速
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
計
画
中
と
の
こ
と

だ
が
、
何
年
頃
の
完
成
を
目

途
に
進
め
て
い
る
か
。

A
上
信
道
の
完
成
時
期
に

合
わ
せ
、
令
和
９
年
頃

を
め
ざ
し
て
い
る
。

Q
令
和
３
年
度
、
地
域
公

共
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
事
業
が
あ
る
が
、
将

来
の
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

設
置
も
見
据
え
、
整
合
性
の

あ
る
プ
ラ
ン
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
当
然
な
が
ら
、
高
速
バ

ス
と
の
整
合
性
も
重
要

だ
。
ご
意
見
を
踏
ま
え
進
め

た
い
。

町
主
導
で
町
内
の
人
材
育
成
を

Q
町
の
様
々
な
事
業
で
成

果
を
得
ら
れ
な
い
理
由

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
不
在
が
要
因
で
あ
る
。

ま
た
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
の
人
材
育
成
も
急
務

で
あ
り
、
町
主
導
で
人
材
育

成
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。
A
町
内
に
は
若
手
の
リ
ー

ダ
ー
が
お
り
、
職
員
に

も
将
来
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人

材
が
い
る
。
研
修
等
を
実
施

し
、
ひ
と
づ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
。

旧
東
村
、
旧
吾
妻
町
合
併
時
の

基
本
理
念
を
忘
れ
ず
に

Q
町
第
２
次
総
合
計
画
の

最
終
ペ
ー
ジ
に
、
合
併

し
た
新
町
の
将
来
像
と
し
て

「
人
と
自
然
の
息
吹
が
未
来

を
奏
で
る　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
の
文
言
と
そ
の
理
念

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
、

町
の
生
誕
日
か
年
度
初
頭
に

は
全
職
員
に
こ
れ
を
読
ん
で

い
た
だ
き
、
先
人
の
思
い
を

継
承
し
て
町
政
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

A
希
望
に
燃
え
た
大
変
良

い
文
章
で
あ
り
、
理
念

の
継
承
も
大
切
だ
。
職
員
に

も
一
読
を
薦
め
た
い
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

い の う え ひ で き　　　　　　

井 上 日 出 来 議 員

新型コロナ対策以外の令和 3 年度
の重要施策は何か

定住促進事業、デジタル化への体制整
備など、新たな取り組みをしていく

Ｑ

A

東吾妻町議会だより　令和３年５月１日　６１号　1 2

　
旧
役
場
庁
舎
跡
地
の
様
子
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Q
近
年
の
情
報
通
信
技

術
の
発
達
に
伴
い
、
当

町
で
も
既
に
電
子
入
札
の

導
入
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で

昨
年
、
テ
レ
ワ
ー
ク
機
器
の

欠
陥
を
悪
用
し
て
、
国
内
の

民
間
企
業
・
行
政
機
関
な
ど

６
０
７
の
組
織
が
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
受
け
パ
ス
ワ
ー
ド

が
流
出
し
た
事
案
な
ど
も

発
生
し
て
い
る
。
不
正
ア
ク

セ
ス
な
ど
に
関
す
る
当
町

の
現
状
と
対
策
は
。

A
当
町
で
は
、「
な
り
す

ま
し
」
と
思
わ
れ
る
不

審
な
メ
ー
ル
が
複
数
確
認

さ
れ
て
い
る
。
大
半
は
シ
ス

テ
ム
上
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て

い
る
が
、
職
員
に
対
し
て
注

意
喚
起
を
図
り
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
対
処
す
る
よ
う
努
め

て
い
る
。
更
に
昨
年
11
月
に

は
、
群
馬
県
警
察
よ
り
講
師

を
招
い
て
職
員
に
対
す
る

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
講
話
」
を
実
施
し
た
。

Q
政
府
は
産
・
学
・
官
連

携
で
国
の
「
サ
イ
バ
ー

防
衛
」
に
関
す
る
合
同
機
関

を
立
ち
上
げ
る
方
針
だ
。
当

町
に
も
多
く
の
民
間
企
業

が
あ
り
、
大
切
な
情
報
が
流

出
す
る
危
険
も
あ
る
。
そ
れ

ら
に
関
す
る
町
・
警
察
・
民

間
と
の
情
報
交
換
や
連
携
、

ま
た
企
業
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
の
支
援
な

ど
が
今
後
必
要
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

A
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
も
し
っ

か
り
対
応
で
き
る
町
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
し
て
、

町
も
民
間
企
業
も
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
も
県
・

企
業
と
も
協
力
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
保

護
者
や
子
ど
も
た
ち

の
心
の
ケ
ア
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

小
・
中
・
高
生
を
対
象
に
し

た
あ
る
調
査
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
生
活
を
送
る
中
で

24
%
の
子
ど
も
が
中
等
度

か
ら
重
度
の
う
つ
症
状
と

判
定
さ
れ
た
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。
当
町
の
現
状

と
対
策
は
。

A
昨
年
は
臨
時
休
校
と

い
う
事
態
に
な
っ
た

が
、
先
生
方
が
各
家
庭
と
頻

繁
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
子

ど
も
と
学
校
の
関
係
を
繋

ぎ
止
め
な
が
ら
ス
ト
レ
ス

の
緩
和
を
図
っ
て
い
た
だ

い
た
。
今
後
も
で
き
る
限
り

の
支
援
を
し
な
が
ら
、
学 

び

を
保
障
す
る
事
が
町
の
責

務
と
考
え
て
い
る
。

い
る
が
、
職
員
に
対
し
て
注

意
喚
起
を
図
り
、
サ
イ
バ
ー

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

し げ の よ し ゆ き　　　　　　

重 野 能 之 議 員

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
講
話

当
町
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
す
る
対
策
は

昨
年
は
群
馬
県
警
か
ら
講
師
を
招
い
て

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
講
話
」
を
実
施
し
た

ＱA

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
た

ち
の
ケ
ア
は

家
庭
と
の
連
絡
を
密
に

し
て
ス
ト
レ
ス
緩
和
を

ＱA



高
齢
化
率
は　

・　

％

Q
２
０
１
８
年
度
の
群
馬

県
の
健
康
寿
命
は
男
性

が
71
・
59
歳
、
女
性
が
75
・

25
歳
で
平
均
寿
命
と
の
間
に

は
約
10
年
の
差
が
あ
り
、
そ

の
差
を
縮
め
る
た
め
に
は
高

齢
者
の
健
康
増
進
、
疾
病
対

策
が
大
切
で
あ
る
。
当
町
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
数
、

割
合
は
。

A
２
月
末
現
在
の
高
齢
者

は
５
４
９
０
人
で
高
齢

化
率
は
41
・
54
%
で
あ
る
。

Q
高
齢
化
率
が
高
い
中
、

健
康
受
診
率
及
び
疾
病

傾
向
は
。

A
令
和
元
年
度
実
績
で

21
・
３
％
で
疾
病
別
で

み
る
と
高
血
圧
を
含
む
循
環

器
疾
患
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

Q
健
康
寿
命
延
伸
に
か

か
る
取
組
み
、成
果
、課

題
は
何
か
。

A
以
前
か
ら
骨
検
診
を
実

施
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

繋
げ
て
お
り
、
ま
た
平
成
25

年
度
か
ら
運
動
講
習
会
を
行

い
、
延
べ
２
５
０
人
の
町
民

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
課
題
は
国
保
と
後
期
高

齢
の
保
健
事
業
の
接
続
及
び

フ
レ
イ
ル
事
業
に
着
目
し
た

疾
病
予
防
の
更
な
る
推
進
で

あ
る
。
Q
今
後
は
健
康
無
関
心
層

へ
の
健
康
意
識
の
醸
成

（
気
づ
き
）、
重
要
性
の
認
識
、

自
主
行
動
に
繋
が
る
啓
蒙
活

動
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
こ
れ
ま
で
も
広
報
や
健

診
時
の
通
知
に
健
康
意

識
向
上
の
チ
ラ
シ
を
同
封
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
血
圧
、
血
管
年
齢
、
足
指

測
定
な
ど
の
啓
発
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
た
い
。

高
齢
者
向
き
の
散
歩
コ
ー
ス
の

整
備
を

Q
高
齢
者
が
適
度
な
有
酸

素
運
動
を
続
け
る
と
、

足
腰
の
痛
み
や
多
く
の
病
気

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
高
齢
者
が
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
感

覚
で
楽
し
く
運
動
不
足
を
解

消
で
き
る
散
歩
コ
ー
ス
を
数

10
箇
所
程
度
整
備
し
て
は
い

か
が
か
。
ま
た
、
健
康
機
器

と
I T
を
結
ん
だ
デ
ジ
タ
ル
ヘ

ル
ス
分
野
の
調
査
研
究
を
始

め
て
は
ど
う
か
。

A
散
歩
に
係
る
運
動
面
は

ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
も
相

談
し
て
い
き
た
い
。
研
究
で

は
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

等
実
践
し
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た

い
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

た か は し の り き　　　　　　

髙 橋 徳 樹 議 員

健康寿命延伸における課題は

フレイル事業に着目した疾病予防の
更なる推進をしていきたい

Ｑ

A

東吾妻町議会だより　令和３年５月１日　６１号　1 4

フ
レ
イ
ル
と
は

加
齢
と
と
も
に
心
身
の

活
力
が
低
下
し
た
虚
弱

な
状
態
を
指
し
、健
康
な

状
態
と
日
常
生
活
で
の

介
護
が
必
要
な
中
間
の

状
態
。

41
54

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
の
様
子
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

　

各
委
員
か
ら
は
、
令
和
３

年
度
の
重
要
政
策
や
旧
役
場

跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
、
ま

た
、
公
共
施
設
の
適
正
管
理
、

更
に
、
坂
上
地
区
デ
マ
ン
ド

バ
ス 

運
行
に
つ
い
て
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の

生
活
・
商
工
業
者
支
援
の
継

続
を
求
め
る
意
見
・
質
疑
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
陳
情
１

号
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め

る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
説
明

員
の
方
に
も
出
席
い
た
だ
き

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
接
種

計
画
に
つ
い
て
情
報
の
収
集

に
努
め
ま
し
た
。

　
「
東
吾
妻
町
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
等
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
罹
患
者
に

対
応
す
る
職
員
に
対
す
る
手

当
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

東
吾
妻
町
介
護
保
険
の
保

険
料
改
定
が
提
案
さ
れ
、
高

齢
化
に
よ
り
給
付
費
が
増
大

し
て
い
る
中
で
、
保
険
料
引

き
上
げ
も
や
む
な
し
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

  

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

こ
の
2
年
間
、
各
町
営
住

宅
と
15
施
設
の
現
地
調
査
を

し
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
、
17
の
町
営
施

設
の
現
存
率
調
査
結
果
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
劣
化
状

況
が
は
っ
き
り
と
し
、
利
用

内
容
も
合
わ
せ
て
研
究
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
委
員
会
は
①
公

共
施
設
②
財
政
③
公
共
交

通
の
3
点
に
つ
い
て
調
査

し
て
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
今
後
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
が
、
行
財

政
改
革
の
視
点
は
重
要
と

い
う
こ
と
で
継
続
と
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

 

八
ッ
場
ダ
ム
及
び
地
域  

開
発
特
別
委
員
会
の
廃
止

　

６
年
前
の
ダ
ム
視
察
で
は

ま
だ
何
も
な
く
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
山
の
い
た
だ
き
か
ら

大
き
な
岩
石
を
吾
妻
川
の
川

底
に
落
と
し
て
い
る
光
景
で

し
た
。
プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー
ド
も

建
設
中
で
し
た
が
、
瞬
く
間

に
ダ
ム
が
完
成
し
た
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。

　

そ
し
て
八
ッ
場
ダ
ム
事
業

が
完
成
し
、
国
土
交
通
省
の

八
ッ
場
ダ
ム
工
事
事
務
所
が

閉
鎖
と
な
り
、
ま
た
大
柏
木

川
原
湯
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を

契
機
に
群
馬
県
八
ッ
場
ダ
ム

水
源
池
域
対
策
事
務
所
の
工

事
係
も
３
月
で
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
当
特
別

委
員
会
は
役
割
を
終
え
た
と

判
断
し
、
２
月
２
日
に
委
員

会
を
開
催
、
委
員
会
廃
止
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
全
会
一

致
で
廃
止
を
決
定
し
、
３
月

16
日
本
会
議
に
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

各委員会からの活動報告

  

坂
上
地
区
デ
マ
ン
ド
バ
ス

 

東
吾
妻
町
側
上
空
か
ら
見
た

八
ッ
場
ダ
ム（
利
根
川
ダ
ム
統
合

管
理
事
務
所
提
供
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
の
見
え
な
い
中
、
第

61
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
早
い
終
息
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

広
報
委
員
も
現
在
の
メ
ン

バ
ー
で
の
発
行
は
、
最
後
と
な

り
ま
し
た
。
み
ん
な
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
わ
か
り
や
す
い
内

容
に
と
努
め
て
発
行
し
ま
し
た

が
、
い
か
が
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　2013 年にアメリカのオレゴン州から来ました。
あづまと原町の幼・小・中学校で英語を教え、今
は沼田市の小・中学校で働いています。
　この町の子どもたちはおとなしいけれど賢く、
そしてすごく頑張る子だと思いました。学校のイ
ベントでは一生懸命に限界突破する姿を見て、私
も生徒たちのために頑張ろうと思いました。
　この町は花がいっぱいで自然が豊かで、私のふ
るさとに似ています。

「私のふるさと」
　私の子どもの頃住んでいたのは Boring という
場所で、非法人地域です。住民自治で首長がいま
せん。公的機関は、郵便局と消防署だけです。
　77.7㎢で 8,000 人位が住んでいます。駅がなく
平日にバスは１日に午前と午後１回で、学生はス
クールバスで通学します。そして、日本へ来る木
材はこの Boring に集められ売られていきます。
　私の父は 73 歳、母は 74 歳でこの Boring にい
ます。姉３人兄２人の６人兄弟で、長姉は医師で
南極探検隊にも参加しています。

　私の趣味は天文の写真を撮ることと、３D  プリ
ンターで物作りをすること。今まで学校で使うク
イズの早押しブザーなど作り、生徒は大喜びでし
た。新巻に住んでいますが、空気が澄んでいて星
がよく見えるのと、水がきれいで気に入っていま
す。地域の方との縁があり、町の移住サポーター
にお願いし、今の家を紹介してもらいました。第
２のふるさとで、快適に過ごしています。
　これからもよろしくお願いします。
　I’m looking   forward  to  getting  along  with  everyone.

■ まちの声
「私のふるさと」

　Nicholas   Bigelow
 　　 ( ニック ) さん　（新巻在住 ）
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議会を傍聴してみませんか！
　議会の会議は、特別な場合を除き公開され
ています。傍聴希望の方は、役場３階の議会
事務局までお越しください。
　コロナ対策のため、マスクの着用をお願いします。

次回の定例会は６月４日開会予定

日 月 火 水 木 金 土

本会議

常委 常委 特委 特委
全協

本会議 本会議

※予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
常委：常任委員会、特委：特別委員会、全協：議員
全員協議会

　　　６月定例会予定表　　　
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撮影したオリオン


